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ため池底泥土を原料として、堤体の改修・補強。
ボンテラン工法は、漏水・クラック等の変形により改修が必要なため池におい
て強度や遮水性に優れた良質土の確保が困難な場合、ため池底泥土を原材料と
して、高機能地盤材料に再資源化する工法です。

ボンテラン改良土

ため池改修・補強のための高機能地盤材料。
ボンテラン改良土は、クラックの発生抑制・耐久性・耐侵食性および耐震性
を有する高機能地盤材料として、ため池改修のための人工築堤土として適用
されます。

底泥土 ボンファイバー 固化材 敷均し 転圧

ボンテラン工法とは
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クラックの発生無しクラックからの漏水、パイピングに発展

クラックが
入らない

クラックが発生せず、漏水防止効果。
完成後の堤体に乾燥収縮によるクラックの発生を事前に検証するため、乾湿
繰返し試験　を実施した結果、安定処理土の供試体は亀裂が発生し崩壊した
のに対しボンテラン改良土はクラックが生じず、漏水防止と堤体補強に極め
て高い効果が確認されました。

試験項目 確認項目供試体 乾湿1サイクル
・ 所定サイクル終了後、
　一軸圧縮試験（JIS A 1216）の実施
・ 各サイクルの乾燥後、水浸後の供試体
   の状況観察、写真撮影

40℃炉乾燥2日
20℃水浸1日
の合計3日

φ5×10
cm

乾湿繰返し
試験

固化材と繊維が複雑に絡み合う土粒子間結合力固化材だけの土粒子間結合力

崩 壊 亀裂発生



高い耐久性

含水比：100%
セメント系固化材：55kg / ㎥

ボンファイバー：25kg / ㎥

含水比：100% 
セメント系固化材：55kg / ㎥

ボンテラン改良土安定処理土

+

養生

乾湿繰返しや凍結融解に対して高い耐久性。
安定処理土とボンテラン改良土の乾湿繰返しおよび凍結融解に対する耐久性
試験をフィールドで実施しました。その結果、安定処理土は乾湿繰返しと凍
結融解による多数のクラックが確認されました。一方、ボンテラン改良土は

乾湿繰返しおよび凍結融解を受けてもほとんど劣化せず、極めて高い耐久性が確認されました。

雨水の表面侵食によりガリ（掘れ溝）が
でき、のり面の崩壊が生じる場合があり
ますが、ボンテラン改良土は長期の降雨

を受けても耐侵食性に優れていることが確認されています。水中噴流
試験装置を用いた実験で、ボンテラン改良土は、砂質土に対しては約
10,000 倍、安定処理土に対しては約 24 倍という極めて高い耐侵食性
能を有していることが明らかとなりました。

ガリ侵食が生じない。
耐侵食性

ボンテラン改良土

安定処理土
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ボンテラン改良土の水際利用（侵食なし）山砂による高速道路路体盛土のガリ侵食

液状化を抑制する効果が認められています。
平成 14 年度に完成した福島県須賀川市の浜尾遊水地では、東日本大震災に
より震度 6 強を観測し、砂質土を用いて施工した堤防は、液状化によるせん
断破壊やクラックが発生しました。一方、ボンテラン工法により現地のヘド
ロを原料として再資源化した堤防は、液状化等の被害が確認されず、液状化対策地盤材料としての有効
性が実証されました。そのことが評価され、国土交通省関東地方整備局主催の平成23年度建設技術フォー
ラムで「東日本大震災で効果のあった技術」として選定されています。

安定処理土は固く脆い性質であるのに対し、ボンテラン改良土は破壊に至る
までに大きな変形に耐える特長を有しています。また、ボンテラン改良土は
通常の築堤土と同様に明瞭なピーク応力が現れず、高靭性と大きな残留強度
を発揮します。

変形に耐える高靭性と、大きな残留強度を発揮。

ボンテラン改良土を用いた堤防砂質土を用いた堤防

一軸圧縮試験における応力 -ひずみ曲線

液状化を抑制

地震対策

平成 27 年 5月 1日　土地改良事業設計指針「ため池整備」改定に準拠



漏水対策

既設堤体との
密着性

堤体の中に剛性の高い改良体を作ると、地震時の振動特性が異なるため、
堤体の亀裂や破損の原因となります。ボンテラン改良土の変形特性は、大
きな破壊ひずみと小さな変形係数を持つため、既設堤体との剛性の違いが
なく密着性（なじみ）を改善しました。

ボンテラン改良土を遮水性ゾーンに使用する場合は、室内試験を実施して
遮水性基準値を満足していることを確認して使用しますが、遮水性は、底
泥土の細粒分含有量に依存します。

ボンテラン改良土は安定処理土と
比べて、破壊ひずみが大きく、残
留強度と靭性を有し既設堤体との
剛性の違いがないため、地震時に
既設・新設堤体間にクラックが生
じにくく、漏水対策として有効と
なります。

地震時の漏水対策として有効。
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既設堤体

ボンテラン
改良土

ボンファイバー
生分解性試験

ボンテラン工法
の効果

ボンファイバーの主成分である「セルロース」は、土中の糸状菌等が分泌
する「セルラーゼ」によって分解されますが、この糸状菌の好適範囲は約
pH4 ～ 6 です。そこで生分解性試験を実施した結果、試料の pH を 9.5 以
上の高アルカリ状態に保つことでボンファイバーの分解を抑制できること
を確認しました。

分解しないボンファイバー。

ため池底泥土が有効な原材料となるため、底泥土の処理・運搬費用が不要
になるとともに、良質土（粘性土）を新たに購入する必要もなくなり、環
境負荷低減と大きなコスト削減効果が得られます。

底泥土処理と粘性土購入のコストを削減。

バックホウと撹拌アタッチメント
のみで改良可能。だれでも簡単に
施工ができます。

だれでも簡単に施工が可能。
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